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《UEDA = ドミレラ》が消える？
新校歌初稿では、「UEDA」を音名に置き換えた「ドミレラ」が、学びの

海に遊ぶ命（ここに２回）・止まらぬ歩み・出会う/そ（れは）の３箇所、つ
まり歌のストーリーにおける「起」「転」「結」の要所に置かれています。

これらのうち ① と ② は全曲中の最低音ド（赤音符）を、③ は最高音ミ
（青音符）を含んでいますが、それは ④ の音域にきちんと収まっている。つ
まり、この「ドミレラ」は、この歌の主題であるとともに音域上のフレーム
を成し、配置そのものが設計の根幹になっています。「UEDA=ドミレラ」
をこのような形で生かすことのできる調はイ長調と変イ長調しかなく、イ
長調では最高音が ④ の上限となり、ちょっとツラい、という人が出る可能性
を考えて変イ長調を選択しました。他の調にすると「UEDA=ドミレラ」が
消滅してしまうのでそれはありえない、と思っていましたが、ピアノパート
を書くうちに、だんだん雲行きが怪しくなってきたのです。
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♫♫♫ 　９月14日　レポート 
「楽譜の見易さ」と「歌いやすさ」の両立が U・E・D・A を危うくする 
　「響き合う夢」から「道標」のピアノパートは下の楽譜の通り。主調が変イ
長調なので調号は♭４つですが、ここからは５度圏において２段階下がった
変ト長調（11回レポート参照）なので、書いてはありませんが実際には調号の
♭が２つ増えて６個になっている状態。基本的な音組成が♭だらけなので、
ちょっと動かすと★のようなダブルフラットが生じ、また、赤枠のところで
通常の調体系にはない変ニ短調が瞬間的に現れるので、ここを♯４つの調で
ある嬰ハ短調の記譜に直すと、青枠のように♭だらけの楽譜の一部に突如♯
だらけの２小節が挿入されることになる。音大生に見せる楽譜ならかまわな
いけれど、上田短大の学生がこれを弾く場合、こういった「見え方」はかなり
抵抗感が大きく、譜読みの段階で拒絶反応が出そうです。主調をイ長調とす
ればこういった問題は起こらず、UEDA=ドミレラ も維持できますが、そう
すると前述した「可唱音域ギリギリ」問題が生じます。さて、どうするか？ 

からの転調部分も♭１個のヘ長調なので楽譜の見え方は格段にすっきりし、
しかも歌は可唱音域に余裕で収まっていいコトずくめ。だだし、テーマ旋律
はシレドソになってしまい、「テーマ旋律をドミレラとすることで、UEDA
をちゃ～んと歌に入れました」は成り立たなくなってしまいます。

⬇︎

★

調号

ひとつの解決策として、主調
をト長調（調号で♯１つ）に
してしまう、という方法があ
ります。すると「響き合う」

&
?
bbbb

bbbb

.œ .œbœ œb œ
œb œ œb

œ œ∫ œb
œ œ∫ œ.œb

.œ .œbœ œ œ
œb œ œb œ œb œ œ

œb œ
.œ œ œb œ

œ œ œ

œ œ œ
œ œb œ

.œ .œ œ œb œ
œ œb œ

œ œ œ
œ œ œ

.œ .œ

&
?
bbbb

bbbb
≈ œb œ ≈ œ œ
.œ .œ œb œ œb

œ œ œ

.œ œ œ œb
œ œ œ

œ œ
œb œb œ œb

.œ œ J
œœb

...œœœ œ œ œ
...œœœnn œ œ œ

œn œb œb
œ œ

œn.œ .œ

œœ œœb œœ œœ œœ œœ
≈ œ œb œ œ œ
.œ

..œœ

&
?
bbbb

bbbb
≈ œn œ# ≈ œ œ
.œ# .œ# œn œ œn

œ# œ# œ#
.œ œ# œ# œn

œ# œ# œ#

œ# œ
œn œn œ œn

.œ# œ# J
œœ##

ひ　び　き　あ　う　   ゆ　 め　          は               わ  か  き  き   せ   つ  の

わらいつま ずき  まよう  ひ             の　み  ち      し             る                べ



作者の拘りは受け取り手にとっては「どーでもよい」のが普通 
　前ページで長々と述べた、作曲上のアイデンティティと見易さ・歌いやす
さの天秤問題は、「響き合う夢」で変ト長調に降りることを決めた時点です
でに気づいていて、主調をト長調にして楽譜上のややこしさの回避と適正音
域の両立を図ることも同時に思いついていたのです。けれどもそうすると、
「UEDAじゃなくなっちゃうぅ！」（👈 「もののけ姫」の中のサンの叫び
《猩猩じゃなくなっちゃうぅ！》のトーンで）の声がきこえてきて、正直ず
いぶん悩みましたが、結局、初稿のスコアを書き上げた９月４日に、変イ長
調の楽譜の他にト長調の楽譜も添付して短大の音楽担当の先生に送り「場合
によってはト長調での演奏もあり、にしましょう」と提案してあります。 
　校歌というものは「みんなが気持ちよく歌える」ことが何より大事なわけ
で、「気持ちいい」かどうかは「どこがどのように作られているか」を理解
しているか否かには関係がなく、むしろ好悪の判断が情報や知識に引っ張ら
れることの方がよくないと思います。今（９月13日午後３時）Youtube の
試演動画（変イ長調での演奏）の閲覧数は370回ぐらいですが、ご覧になっ
ている方々の中には「UEDA=ドミレラ」の一件を知らない、または興味が
ない、演奏を聴いてもわからない、な方が多くて当然。また、たとえば今、
「気に入った」「気に入らない」の比率が50：50だったとして、仮にこの演
奏がト長調であったとしても、その比率が変わることはないでしょう。 
　作者としては、説明して理解してもらった上で「なるほど、それなら」と
納得されるよりも、単純に「あ、綺麗」「これ好き」と思ってもらう方がよっ
ぽど嬉しいし、そうでなければさっさとやり直せばよいだけのこと。 
　おそらく今週末ぐらいには「これでいいか否か」の大勢が見えてくるので
はないかと思います。もしダメとなっても、まだ締め切りには１ヶ月以上あ 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、そうなった場合の腹案 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もすでに持っているので慌 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てなくても大丈夫。静かに 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座して待ちましょう。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ということで、次回は 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可否のご報告になるかもし 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れません。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　それではまた。　

不可となった場合の対策について
密談する真田昌幸公と作曲者

岩櫃城「地炉の間」にて
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